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このマニュアルでは、 Sybase® ETL 4.8 の新しい機能について説
明します。
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Sybase ETL 4.8 の新機能
この項では、 Sybase IQ へのデータのロードをサポートする  Sybase 
ETL 4.8 の新機能について説明します。 Sybase ETL は、 Sybase IQ 12.7 
および Sybase IQ 15.0 での動作が確認されています。 ただし、すべての
機能が Sybase IQ 12.7 でサポート されているわけではあ り ません。 
表 1 は、 ETL 4.8 で Sybase IQ 12.7 および Sybase IQ 15.0 を使用した場
合の機能と他の違いを示します。

表 1 ： ETL 4.8 での Sybase IQ 12.7 および 15.0 の使用

Sybase IQ クライアン ト側ロード ・ サポートの機能強化

Sybase ETL 4.8 では、 “DB Bulk Load - Sybase IQ” および “IQ Loader 
File via Load Table” コンポーネン ト を使用するこ とで、 リモート ・ ホ
ス ト ・ マシンにあるテキス ト ・ ファ イルのデータを  Sybase IQ 15.0 に
バルクロードできます。 

違い Sybase IQ 12.7 Sybase IQ 15.0

機能 ：

• Sybase IQ ク ライアン ト側ロード ・ サポート

• Sybase IQ ロード ・ サポート  (Upsert)
• ロ ッ ク ・ テーブルのサポート

• Web ベースのモニタ リ ング

• 複数のライタのサポート

 
 No
 Yes
 Yes
 Yes
 No

Yes
Yes
Yes
Yes
Yes

ライセンス ：

• ETL Development

• ETL サーバ

 

ペーパー ・ ラ イ
センス  
ペーパー ・ ラ イ
センス  

 

ペーパー ・ ライ
センス  
SySAM ライセ
ンス  

プラッ ト フォーム ： 
• Red Hat Enterprise Linux 4.0 on POWER (32 ビッ ト )

注意  Sybase ETL 4.8 でサポート されている、 すべてのプラ ッ ト
フォームおよびオペレーティング ・ システムの更新バージ ョ ン
の詳細については、 『Sybase ETL 4.8 リ リース ・ ノート 』 を参照
してください。

Yes No
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Sybase ETL の以前のバージ ョ ンでは、 IQ サーバと同じホス ト ・ マシ
ンで使用できるよ うにするためにテキス ト ・ ファ イルが必要でした。 
また、 Sybase IQ と同じマシンにインス トールするために Sybase ETL 
も必要でした。 バージ ョ ン  4.8 では、 Sybase ETL と  Sybase IQ を同じマ
シンにインス トールする必要はなく、 ETL サーバと  Sybase IQ は、 1 ス
テップで リモート ・ マシンからバルクロードできるネッ ト ワーク環境
で通信できます。 
Sybase IQ でのク ライアン ト側ロードを可能にするには、
allow_read_client_file および allow_write_client_file オプシ ョ ンを On に設定
します。 これらのオプシ ョ ンは各 IQ サーバで一度だけ設定する必要が
あ り ます。

Sybase Central を使用してこれらの 2 つのオプシ ョ ンの値を変更するには、
次の手順に従います。

1 Sybase IQ 15.0 サーバに接続します。

2 オプシ ョ ンを右ク リ ッ ク して選択し、 Sybase IQ で使用可能なすべ
ての永続的なオプシ ョ ン設定のリ ス ト を確認します。 

3 allow_read_client_file と  allow_write_client_file を選択し、 値を On に変
更します。 デフォルト値は Off です。

次に、 サーバ ・ オプシ ョ ン ・ プロパティ  allow_read_client_file  を  On に
設定する必要があ り ます。 これを行うには、 isql または dbisql ユーティ
リ ティ を使用して次のコマンドを実行します。

set option allow_read_client_file=on

GRANT READCLIENTFILE TO <group | user>

注意  ETL 4.8 では、 ク ラ イアン ト側バルク ・ ロードは、 IQ 15.0 ODBC 
ド ラ イバを使用する  ODBC ク ライアン トによってサポート されてい
ます。 このド ラ イバは、 コマンド ・ シーケンス通信プロ ト コル 
(CmdSeq) を使用しています。 プロ ト コルでは、 read_client_file および 
write_client_file セキュア SQL コンポーネン ト を使用して、 データベー
スに対してク ライアン ト ・ ファ イルをどのよ うに読み書きするかを
制御できます。 -sf サーバ ・ オプシ ョ ンを使用して、 データベース ・
サーバの機能を有効または無効にします。 詳細については、 Product 
Manuals Web サイ ト  (http://www.sybase.com/support/manuals/) にあるマ
ニュアル 『SQL Anywhere 11.0』 を参照して ください。
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“DB Bulk Load - Sybase IQ” および “IQ Loader File via Load Table” コン
ポーネン ト を使用する と、 次に示すテキス ト ・ ファ イルの場合に、 リ
モート ・ マシン上の  Sybase IQ にテキスト ・ ファ イ ルをロード でき
ます。

• ETL を使用し て生成さ れたが、 IQ ホスト ・ マシンに書き込まれ
ない。

• ETL の外部で生成され、 IQ ホス ト ・ マシン上にない。

これらのシナリオでは、 テキス ト ・ ファ イルは、 ローダ ・ コンポーネ
ン ト と互換性があるフォーマッ ト  ( 主に ASCII データまたはバイナ
リ ・ データ ) である必要があ り ます。

Load Table 文でサポート されているフォーマッ トの詳細については、
『Sybase IQ 12.7 リ ファレンス ・マニュアル』 の 「第 6 章 LOAD TABLE 
文」 を参照して ください。

コンポーネン トの詳細については、 『Sybase ETL 4.8 ユーザーズ ・ ガイ
ド』 の 「第 5 章 コンポーネン ト 」 にある 「Destination コンポーネン
ト 」 の 「DB Bulk Load Sybase IQ」 と、 「Loader コンポーネン ト 」 の
「IQ Loader File via Load Table」 を参照して ください。

Sybase IQ ロード ・ サポートの機能強化 (Upsert and Delete)
ETL 4.8 には、 バルクロード ・ コンポーネン トの Upsert 機能のサポー
トが含まれています。 つま り、 “IQ Loader File via Load Table”、 “IQ 
Loader DB via Insert Location”、および “DB Bulk Load Sybase IQ” です。 
この新しい機能を使用する と、 キー属性によ り識別されるテーブル内
のレコードでのバルク挿入、 更新、 および置換を実行できます。

Upsert 機能は、 レコードがすでに存在する場合はローを更新し、 レ
コードが存在しない場合は、 レコードをデータベース内のテーブルに
挿入します。 この機能は、 既存のレコードは更新せず、 属性レベルの
既存のレコードの置き換えのみを行います。 ETL の以前のバージ ョ ン
では、 Upsert 機能は別個のローレベルの更新および挿入操作のみで実
行されていました。

さ らに、 現在の ETL 4.8 は “DB Bulk Load Sybase IQ” コンポーネン ト
で Delete 機能をサポート しています。 これは、 キーによって参照され
るテーブル内の既存のレコードを削除するためのよ り高速な手段を備
えています。 ETL の以前のバージ ョ ンでの削除操作は、 ローごとに 
Delete 機能を実行するこ とによって行われていました。

詳細については、 『Sybase ETL 4.8 ユーザーズ ・ ガイ ド』 の 「第 5 章 コ
ンポーネン ト 」 を参照して ください。



Sybase ETL 4.8 の新機能 

Sybase ETL 4.8 5

ロック ・ テーブルのサポート

Sybase ETL 4.8 では、Lock Table 文を使用して、一連の Sybase IQ テーブ
ルの排他ロ ッ クを取得し、 他の同時ト ランザクシ ョ ンによるこれらの
テーブルのアクセスまたは変更を防ぐこ とができます。 EXCLUSIVE 
モードでテーブルをロ ッ クするには、 そのテーブルの所有者であるか 
DBA 権限が必要です。 排他テーブル ・ ロ ッ クが適用されている場合、
他の ト ランザクシ ョ ンはロ ッ ク されているテーブルに対してクエ リの
発行、 あらゆる修正、 その他のあらゆる操作を実行できません。

Lock Table 文で最初のプロジェク トのテーブルをロ ッ クする と、 2 番目
のプロジェク トは失敗せず、 その代わり、 リ ト ラ イする前にユーザ定
義の時間だけ待機します。 これによ り、 プロジェク トでは手動の再起
動や、 次のスケジューリ ングされた実行を待つ必要がなくな り ます。 
たとえば、 プロジェク ト ‘A’ がターゲッ ト ・ テーブルにデータを書
き込み、 プロジェク ト ‘B’ が同じテーブルの排他ロッ クを取得しよ
う とする場合、 プロジェク ト ‘B’ はロ ッ クを取得する前に指定の待
機時間だけ待たされます。 待機時間は、 EXCLUSIVE ロ ッ クを取得す
るための最長ブロ ッ ク時間です。 time 引数が指定された場合、 ター
ゲッ ト ・ テーブルがロ ッ ク されたと きに、 データ更新文 (DML) は指
定時間だけ待機します。 それ以外の場合には、 ロ ッ クが使用可能にな
るか、 または割り込みが発生するまでサーバは無期限に待機します。 
排他テーブル ・ ロ ッ クを適用するための構文は次のとおりです。

LOCK TABLE table-name WITH HOLD IN EXCLUSIVE MODE 
WAIT [time]

このファ イル名の意味は、 次のとおりです。

• table-name — ビューではなく ベース・ テーブルである必要がある。

• WITH HOLD — 接続の終了までロ ッ クが継続する。 それ以外の
場合は、 現在の ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク されるかまたは
終了する と きにロ ッ クが解放される。

• EXCLUSIVE mode — 他の ト ランザクシ ョ ンはテーブルに対してク
エ リの発行、 修正、 またはその他のあらゆる ト ランザクシ ョ ンを
実行できない。 テーブルの DBA 権限または所有権が必要である。

この文では、 テーブルへのアクセスを必要とする可能性がある他の ト
ランザクシ ョ ンをブロ ッ クまたは遅延させます。 LOCK TABLE 文によっ
て、 独立性レベルとは別にテーブル ・ レベルでの同時実行性を直接制
御できます。

次の Sybase IQ コンポーネン トは、 排他 lock table 文をサポート してい
ます。

• Destination － “Text Data Sink” を除くすべてのデータ ・ シンク ・ コ
ンポーネン トが Lock Table をサポート している。
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• Loader － すべてのローダのコンポーネン ト。

• Staging － DB Staging コンポーネン ト。

これらのコンポーネン トには 2 つの追加パラ メータを設定できます。
これによ り、 Sybase IQ データベースへの書き込み時に、 データの書
き込み前に Sybase IQ テーブルが適切にロ ッ ク されます。

• [IQ Lock Table in Exclusive Mode] は次のよ うにな り ます。

• Not selected － EXCLUSIVE モードでターゲッ ト ・ テーブルを
ロ ッ ク しない。

• Selected － EXCLUSIVE モードでターゲッ ト ・ テーブルをロ ッ
クする。 

• IQ Lock Table の待機時間は次のよ うにな り ます。

• hh:nn:ss.sss － 排他ロ ッ クの最長ブロ ッ ク時間を指定する。

たとえば、

• 00:06:00.000 － 排他ロ ッ クの最長ブロ ッ ク時間を  6 分に
設定する。

• 00:00:00.000 － 待機しないで、 すぐに排他ロ ッ クを取得
する。

• “ ” (空の文字列) － 排他ロ ッ クを取得するまで無期限に待
機する。

Lock Table モードを選択した場合、 Sybase ETL は Lock Table 文を生成
し、 他の SQL 文がテーブルで実行される前にその文を実行します。 
Sybase IQ の Lock Table 機能の詳細については、 『Sybase IQ 12.7 リ ファ
レンス ・ マニュアル』 の 「第 6 章 SQL 文」 を参照して ください。

Sybase IQ の ETL コンポーネン トの新しいパラ メータについては、
『Sybase ETL 4.8 ユーザーズ ・ ガイ ド』 の 「第 5 章 コンポーネン ト 」 を
参照して ください。
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Web ベースのモニタ リング

Sybase ETL 4.8 は、 Web ベースのリモート ・ モニタ リ ングをサポート
するよ うに強化されました。 これによ り、 ネッ ト ワーク上の ETL グ
リ ッ ド ・ エンジンだけでなく、 リモート ・ ジ ョブおよびプロジェク ト
も  Web ブラウザを使用してモニタできます。

Web ベースのモニタ リ ングによ り次のこ とが可能になり ます。

• グ リ ッ ド ・ ネッ ト ワークの一部であるすべてのグ リ ッ ド ・ エンジ
ンの状態をモニタする。

• リモート ・ ジ ョブまたはプロジェク トの状態をモニタする。

• リモート ・ ジ ョブまたはプロジェク トのキャンセル、 サスペンド、
および再開を行う。

• グ リ ッ ド ・ エンジンのリモート ・ ログ ・ ファ イルを表示する。

以前のバージ ョ ンの Sybase ETL 4.8 では、 ETL Development から起動
されたプロジェク ト またはジ ョブのみをモニタできました。 現在は、
ブラウザベースのリモート ・ モニタ リ ングが導入されたこ とによ り、
ジ ョブの起動モードに関係なく、 ETL グ リ ッ ド ・ エンジンで実行され
るすべてのリモート ・ ジ ョブおよびプロジェク トの Web ブラウザを
使用したモニタ、 キャンセル、 一時停止、 および再起動が可能になり
ました。 これには、 コマンド ・ ラ インまたは ETL Development のどち
らを使用して起動したかに関係なく、 すべてのジ ョブとプロジェク ト
が含まれます。 また、 以前のバージ ョ ンでは、 使用可能なすべてのグ
リ ッ ド ・ エンジンの状態は ETL Development からのみ表示できまし
た。 現在は、 いずれのマシンの Web ブラウザを使用してもエンジンの
状態を表示できます。

Web モニタ リ ング画面を起動するには、 次の URL を  Web ブラウザに
入力します。

http://<hostname>:<port_number>

こ こで、 <hostname> は ETL グ リ ッ ド ・ エンジンが実行されているマ
シンのネッ ト ワーク名で、 <port_number> はノードが開始されたポー
トです。 デフォルトのポート番号は 5124 です。

モニタ リ ング画面には、 実行中のすべてのジ ョブ、 プロジェク ト 、 お
よびグ リ ッ ド ・ エンジンが表示されます。 次のものも表示できます。

• グ リ ッ ド ・ ネッ ト ワークのすべてのノード とその状態のリ ス ト

• 名前、 起動時間、 実行状態、 ジ ョブ内のプロジェク トの リ ス ト 、
各プロジェク ト と各ジ ョブのロー ・ カウン ト などの、 ジ ョブの完
全な情報

• 選択したグ リ ッ ド ・ エンジンのログ ・ ファ イル
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注意  この機能を使用するには、Internet Explorer (IE) 6.0 以降が必要です。 

この機能の詳細については、 『Sybase ETL 4.8 ユーザーズ ・ ガイ ド』 の
「第 6 章 Sybase ETL サーバ」 を参照して ください。

Sybase IQ の複数のライタのサポート  
Sybase ETL 4.8 では、 データを  IQ データベースにロードする複数のラ
イタの使用をサポート しています。 IQ の複数のライタは Sybase IQ 
テーブルの並列ロードを可能にします。 これはシーケンシャル ・ ロー
ド よ り も高速です。 
次の IQ ETL コンポーネン トは、 複数のライタを使用したデータの
ロードをサポートするよ うに強化されています。

• IQ Loader File via Load Table 
• IQ Loader DB via Insert Location
• DB Bulk Load - Sybase IQ
複数の書き込みユーザの機能を使用するには、 ターゲッ ト  IQ データ
ベースに create table および execute sp_iqstatistics ス ト アド ・ プロシー
ジャ権限を持つ必要があ り ます。 この理由は、 ETL によ り  2 つのテー
ブル (ETL_MULTIPLEX_STATE および ETL_MULTIPLEX_VERSION) 
が IQ データベースに作成されるためです。 ETL_MULTIPLEX_STATE 
テーブル内の各ローには、 各実行後に自動削除される  ETL グ リ ッ ド
ノードによ り選択された IQ ライタに関する情報が表示されます。 念の
ため、 予期しないエラーによ りグ リ ッ ド ノードがク ラ ッシュしたと き
に備えて、 テーブル内のステータス ・ データを手動でク リ アする必要
があ り ます。

次の手順で、 Sybase Central を使用して、選択したユーザの create table 
および execute sp_iqstatistics パーミ ッシ ョ ンを設定します。

1 Sybase IQ 15.0 サーバに接続します。

2 [Users & Groups] を展開し、 create table パーミ ッシ ョ ンを設定する
ユーザを選択します。

3 ユーザを右ク リ ッ ク し、 [Properties] を選択します。 
4 [Authorities ] タブを選択し  [Resource] オプシ ョ ンをチェッ ク して、

IQ データベースにデータベース ・ オブジェク ト を作成する権限を
ユーザに与えます。

5 次に、 [Permissions] タブ、 [Procedures & Functions] の順に選択し、
使用可能なすべてのパーミ ッシ ョ ンの リ ス ト を確認します。
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6 sp_iqstatistics を選択し  [Execute] をク リ ッ ク して、 IQ データベース
内のス ト アド ・ プロシージャを実行するためのパーミ ッシ ョ ンを
ユーザに与えます。 

7 [OK] をク リ ッ ク して設定内容を保存します。 
マルチプレッ クス実行構成の詳細については、 『Sybase ETL 4.8 ユー
ザーズ ・ ガイ ド』 の 「第 5 章 コンポーネン ト 」 の 「データをロードす
るための IQ の複数のライタの設定」 を参照して ください。 
最適なパフォーマンスを得るため、 たとえば次に示すよ うなシナリオ
で IQ 内の複数のテーブルをロードする必要がある場合、 複数のライ
タを使用します。

• ソース ・ データベースから  1 つ以上のテーブルをすでに選択して
おり、 ターゲッ ト  IQ データベース内の 1 つ以上のテーブルに移行
する場合。

• 複数のテーブルを持つ複数プロジェク ト ・ コンポーネン トでジ ョ
ブを作成した場合、 またはジ ョブの実行のために、 並列実行トポ
ロジにリ ンク された複数のプロジェク ト を選択した場合。

 IPv6 のサポート

IPv4 以外にも、 Sybase ETL 4.8 はすべてのプラ ッ ト フォームでイン
ターネッ ト ・プロ ト コル・バージ ョ ン  6 (IPv6) をサポート しています。 
データベースの接続に IPv6 を使用するには、 基本となるデータベースと、
IPv6 をサポートするコネクティビティ ・ ラ イブラ リが必要です。 すべ
ての Sybase データベースおよび ctlib は IPv6 をサポート しているので、
IPv6 ネッ ト ワーク上で ETL と と もに使用できます。

表 2 は、 IPv4 および IPv6 をサポート しているデータベースのリ ス ト
です。 
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表 2 ： データベースの IPv6 のサポート

IPv6 では、 IPv4 での多数の問題点が解決されています。 たとえば、
インターネッ トに追加されるすべての新しいマシンで必要となる使用
可能な IPv4 アドレスの数が限定されている問題点などが解決されてい
ます。 IPv6 では、アドレスのサイズが 32 ビッ トから  128 ビッ トに増え、
IPv4 のルーティングやネッ ト ワークの自動設定などの分野に改良が加
えられています。 IPv6 と  IPv4 は、過渡期の間は多年にわたり この 2 つ
が共存し、 徐々に IPv6 に代わっていく と予想されます。

FDCC 準拠

Sybase ETL 4.8 は現在、連邦デスク ト ップ基準 (FDCC) に準拠しています。
これは、 米国行政管理予算局 (OMB) によ り指示されたセキュ リ ティ
基準です。 FDCC セキュ リ ティ要件を満たすために、 ETL 4.8 をインス
トールできるのは、 システム管理者だけにな り ます。 ただし、 ETL 4.8 
と、 ETL 4.8 で開発したアプリ ケーシ ョ ンは、 高いシステム管理者権
限がなくても、 通常のユーザ ・ コンテキス トで実行するよ うに設計さ
れています。

デフォルトでは、 大部分の ETL 4.8 ファイルは Program Files\Sybase サ
ブディレク ト リにインス トールされます。 これらのサブディレク ト リ
への書き込みアクセスは通常、管理ユーザに限定されます。 FDCC 要件
を満たすために、 書き込み可能なすべてのファイルのインス トール、
コピー、 または作成は、 通常のユーザが書き込みアクセス権を持つ
ディ レク ト リに対して行われます。

データベース IPv4 IPv6
Sybase IQ 15.0  Yes Yes
Sybase IQ 12.7  Yes No
Sybase Adaptive Server® Enterprise 15.0.2  Yes Yes
Sybase Adaptive Server Enterprise 15.0.1  Yes Yes
Sybase Adaptive Server Enterprise 12.5.4  Yes Yes
Adaptive Server Anywhere 11.0  Yes Yes
Adaptive Server Anywhere 10.0  Yes Yes
IBM DB2 9.1  Yes Yes
Microsoft SQL Server 2005  Yes Yes
Microsoft Access 2007  Yes Yes
MySQL  Yes No
Oracle 11g  Yes No
Oracle 10g  Yes No
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